































　歴史的には1884年，van de Velde 
により白血球の溶解作用があること
が発見され4)，重症の膿瘍との関係








































（ Hospital あ る い は Health-care 
associated MRSA；HAﾝMRSA）と
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で PVL 産生 SCC mec type IV の 
MRSA が多く分離されていたこと




















図３　PVL 陽性せつと PVL 陰性せつ
表２　せつの臨床的特徴
PVL 陽性例（ｎ＝16) PVL 陰性例（ｎ＝24)























PVLﾝmediated lysis leads 
to tissue necrosis
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